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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第３四半期
連結累計期間

第65期
第３四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

営業収益 （千円） 29,080,994 29,183,796 38,727,551

経常利益 （千円） 696,779 824,302 742,506

四半期（当期）純利益 （千円） 315,764 488,513 299,500

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 332,802 772,932 328,540

純資産額 （千円） 3,328,017 3,333,965 2,604,206

総資産額 （千円） 41,635,406 42,931,710 41,395,566

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 19.73 30.53 18.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 7.8 7.5 6.0

 

回次
第64期

第３四半期
連結会計期間

第65期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.37 15.55

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税後の反動減の影響は和らぎつつあるものの、物価

上昇が実質所得を上回ったことにより、個人消費の動きが弱く、加えて労働需給の逼迫などのコスト環境の悪化も

あり、厳しい経営環境が続きました。

　このような状況のもと、当社グループでは、引き続き小口商流貨物に特化し、業績目標の達成に向けて邁進して

まいりました。

　営業面におきましては、主要顧客と未改定顧客の運賃値上げとその他契約内容の見直しを重点的に実施してまい

りました。その結果、物量は減少致しましたが、単価の上昇により当社の積合収入は1.1％の増収となりました。

　費用面におきましては、中型車両へのデジタコ導入や店所の環境整備等、安全確保や輸送品質向上に対する設備

投資を積極的に実施してまいりました。

　高止まりしていた原油価格は低下傾向にあり、コスト負担が緩和されてまいりましたが、人員不足を起因とする

運送外注費は増加しており、損益を圧迫しております。

　第４四半期は、引き続き運賃交渉を進めていくとともに、基本の徹底と日々管理により、あらゆる無駄を省き、

収入の拡大と利益の確保に努めてまいります。また、店所の環境整備の継続と輸送品質の向上に取組み、「企業価

値の向上」を図ってまいります。

 

 

（営業収益）

　当第３四半期連結累計期間における営業収益は291億83百万円（前年同期比0.4％の増加）となりました。主な要

因は、当社において特別積合収入が１億88百万円増加したため、営業収益が277億81百万円（前年同期比0.4％の増

加）となったことによります。

（営業利益）

　当第３四半期連結累計期間における営業利益は８億34百万円（前年同期比7.0％の増加）となりました。主な要

因は、当社において営業利益が７億14百万円（前年同期比8.7％の増加）となったことによります。

（経常利益）

　当第３四半期連結累計期間における経常利益は８億24百万円（前年同期比18.3％の増加）となりました。主な要

因は、当社において経常利益が６億91百万円（前年同期比21.2％の増加）となったことによります。

（四半期純利益）

　当第３四半期連結累計期間における四半期純利益は４億88百万円（前年同期比54.7％の増加）となりました。

　当社グループの事業は、貨物自動車運送事業の単一事業であるため、セグメント情報の区分による分析は省略し

ております。

(2）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、81億19百万円（前連結会計年度末比19.9％の増加）と

なり、13億49百万円増加しました。主な内訳は、現金及び預金12億87百万円（前連結会計年度末比87.4％の増

加）、受取手形及び売掛金63億33百万円（前連結会計年度末比13.4％の増加）となっております。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、348億11百万円（前連結会計年度末比0.5％の増加）と

なり、１億86百万円増加しました。主な内訳は、建物及び構築物98億９百万円（前連結会計年度末比4.2％の減

少）、土地187億55百万円（前連結会計年度末と同額）となっております。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、247億26百万円（前連結会計年度末比4.2％の増加）と

なり、９億92百万円増加しました。主な内訳は、支払手形及び買掛金34億26百万円（前連結会計年度末比8.5％の

増加）、短期借入金179億44百万円（前連結会計年度末比0.4％の減少）となっております。

（固定負債）
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　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、148億71百万円（前連結会計年度末比1.2％の減少）と

なり、１億85百万円減少しました。主な内訳は、長期借入金83億35百万円（前連結会計年度末比8.0％の減少）、

退職給付に係る負債42億24百万円（前連結会計年度末比2.3％の増加）となっております。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、33億33百万円（前連結会計年度末比28.0％の増加）とな

り、７億29百万円増加しております。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,000,000 16,000,000 －
単元株式数は100株でありま

す。

計 16,000,000 16,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 16,000 － 800,000 － 40,305

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,990,800
159,908 －

単元未満株式
普通株式

9,200
－ －

発行済株式総数 16,000,000 － －

総株主の議決権 － 159,908 －

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

　　　　ることができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株式名簿による記載をしております。

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 687,332 1,287,745

受取手形及び売掛金 5,583,362 ※３ 6,333,225

貯蔵品 68,433 53,821

その他 450,306 466,188

貸倒引当金 △18,998 △21,211

流動資産合計 6,770,436 8,119,770

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,237,401 9,809,561

車両運搬具（純額） 49,047 53,657

土地 18,755,638 18,755,638

その他（純額） 2,241,393 2,688,433

有形固定資産合計 31,283,480 31,307,291

無形固定資産 1,430,630 1,432,368

投資その他の資産 ※１ 1,911,018 ※１ 2,072,279

固定資産合計 34,625,129 34,811,940

資産合計 41,395,566 42,931,710

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,157,863 ※３ 3,426,160

短期借入金 18,023,764 17,944,907

未払法人税等 220,850 258,258

役員賞与引当金 8,400 13,500

その他 2,323,491 3,083,586

流動負債合計 23,734,369 24,726,412

固定負債   

長期借入金 9,059,488 8,335,877

退職給付に係る負債 4,130,248 4,224,162

その他 1,867,254 2,311,293

固定負債合計 15,056,991 14,871,332

負債合計 38,791,360 39,597,745

 

EDINET提出書類

近物レックス株式会社(E04177)

四半期報告書

 8/17



 

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 40,305 40,305

利益剰余金 2,278,879 2,724,218

株主資本合計 3,119,184 3,564,524

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 95,031 93,047

退職給付に係る調整累計額 △719,548 △445,406

その他の包括利益累計額合計 △624,517 △352,358

少数株主持分 109,538 121,799

純資産合計 2,604,206 3,333,965

負債純資産合計 41,395,566 42,931,710

 

EDINET提出書類

近物レックス株式会社(E04177)

四半期報告書

 9/17



(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

営業収益 29,080,994 29,183,796

営業原価 27,784,038 27,836,489

営業総利益 1,296,955 1,347,306

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 1,096 7,000

給料及び手当 137,132 131,255

役員賞与引当金繰入額 6,090 12,750

退職給付費用 11,253 9,458

その他 361,042 351,953

販売費及び一般管理費合計 516,614 512,418

営業利益 780,340 834,888

営業外収益   

受取利息 1,009 783

受取配当金 13,572 14,564

受取手数料 23,017 22,085

固定資産売却益 65,649 107,599

助成金収入 11,577 8,385

その他 26,884 39,690

営業外収益合計 141,710 193,110

営業外費用   

支払利息 208,817 186,960

その他 16,453 16,736

営業外費用合計 225,270 203,696

経常利益 696,779 824,302

特別損失   

固定資産除却損 43,539 8,227

投資有価証券評価損 2,842 -

減損損失 30,706 -

損害賠償金 51,312 -

特別損失合計 128,401 8,227

税金等調整前四半期純利益 568,378 816,074

法人税、住民税及び事業税 300,447 426,327

法人税等調整額 △60,549 △110,945

法人税等合計 239,898 315,381

少数株主損益調整前四半期純利益 328,480 500,692

少数株主利益 12,715 12,179

四半期純利益 315,764 488,513
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  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主利益 12,715 12,179

少数株主損益調整前四半期純利益 328,480 500,692

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,322 △1,901

退職給付に係る調整額 - 274,142

その他の包括利益合計 4,322 272,240

四半期包括利益 332,802 772,932

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 320,027 760,671

少数株主に係る四半期包括利益 12,774 12,260
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が39,116千円増加し、利益剰余金が25,574千円

減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それ

ぞれ1,031千円増加しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

投資その他の資産 18,854千円 20,823千円

 

　２　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形割引高 749,287千円 445,628千円

 

※３　四半期連結会計期間末日の満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連結会

計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 － 45,505千円

支払手形 － 300,095千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 1,047,776千円 1,073,345千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成25年６月14日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 17,600千円 1.1円 平成25年３月31日 平成25年６月17日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成26年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 17,600千円 1.1円 平成26年３月31日 平成26年６月18日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業セグメントは、貨物自動車運送事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19円73銭 30円53銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 315,764 488,513

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 315,764 488,513

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,000 16,000

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成27年２月10日
 

近物レックス株式会社
 

　取 締 役 会　 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 谷　　津　　良　　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鈴　　木　　　　　努　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている近物レックス株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、近物レックス株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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